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EUP（ワークブ―ス） 集中ソーシャル
ディスタンス

オフィス内で分煙のために設置されていた喫煙室。社内での禁煙への意識が
高まり、利用者も少なくなっていました。その一方で、コロナ禍の影響により
リモートワークが増えるなど、働く場所に求められることも変化しています。
当事例のお客様も、使用が少なくなった喫煙室を解体して、一人ずつ使える
ブースにすることに。使わなくなった場所を、働く人の健康を守るための
場所に、オフィスを変化させた素敵な空間づくりが実現しました。

使わなくなった場所を新しい働き方で使う

『喫煙室だった頃のタバコの臭いが改修後にも残るのでは？』 清掃では消しきれ

  ないあの嫌な臭いもお客様の不安点でした。そこで、新設したワークブースは 

  室内・外すべてにヘルスブライトを空間施工。驚くほど臭いが  消え、ドアを

  閉めても気にならない快適なワークブースとなっています。

Health Bright



当事例では、ブース全体を
スチールパーティションEUPで、
そして扉にはガラスパーティション
BRIDIAのツインガラスドアを
組み合わせました。

遮音性も高く全面ガラスの美しい
ドア。ブラックが基調のブースに
スタイリッシュにマッチします。

リモート通話に最適な音環境

吸音パネルCAPS

グラスウール充填仕様

検証により計算された位置の
大小の配列でノイズや反響を
軽減。通信環境下での聞きや
すさと話しやすさ を サポ ー ト
し ま す。

せっかくのブースですので隣からの声も最小限にしたい
もの。当事例でもグラスウール充填仕様パネルで遮音対策を
万全に。音が気になりにくく、集中できる快適な空間と
なっています。

BRIDIAツインガラスドア 

※天井工事は別途設備施工業者の対応となる場合がございます。詳細は担当者までご相談ください。

EUP・BRIDIAツインガラスドア
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